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(1)初 め に
ザクセンの数多くの住民は,19世紀における民衆運動の二つの高揚期,す
なわも,1830-32年の ｢九月騒乱｣期と1848-49年の三月革命期に,土地問
題に関連する移しい請願書を提出した.請願者の中には,南ザクセンのプル
シェンシュタイン,北ザクセンのヴィ-デローダ,西ザクセンのリンパッ-
という3騎士領に所属する集落の住民が含まれていた.3騎士領所属集落か
ら提出された請願書は,現在所在不明のものもあるが,多くが手稿本で現存
し,1請願書については,その内容が領主側回答の形で近年明らかにされ
た(1).これらを検討する準備作業として,ここで19世紀前半の3騎士領と所
属集落の状況を-暫し,また,地誌,特に,同時代の地誌から特徴的な記述
を摘記しよう.
尚,上記騎士領のうち,プルシェソシュタイン所属の集落の多くは1816年
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に-ルツゲビルゲ県第4郡 (あるいはフライベルク郡)フライベルク管区,
43年にドレースデン県 (所属県の変更)第4郡フライベルク管区,56年にフ
ライベルク郡ザイダ裁判管区,75年にフライベルク郡所属であった.騎士領
ヴィ-デローダ所属集落は1816年にライブツィヒ県第3郡 (あるいはグリマ
那)グリマ管区,43年にグリマ郡ムッチェン管区,56年にムッチェソ裁判管
区 (この名称は中心都市に因む.正式にはヴェルムスドルフ裁判管区),71年
にオーシャッツ郡ミュ-ゲルソ裁判管区,75年にオーシャッツ郡所属で,騎
士領リンパッ-所属集落の多くは1816年にエルツゲビルゲ県第 1郡 (あるい
はケムニッツ郡)ケムニッツ管区,43年にツゲィッカウ県 (-ルツゲビルゲ
県とフォ-クトラン下県を統合)第 1郡 (ケムニッツ郡)ケムニッツ管区,
56年にケムニッツ郡リンパッノ､裁判管区,75年にケムニッツ郡所属であっ
た(2㌧ 所属する県が同じ場合,最も古い年のものだけを掲げた.また,
Gerichtsamtの訳語を管区 (GA)から裁判管区に改めた.
(注)
(1)Hammer1997,S186;松尾 2000,pp.401-402.
(2)これらの典拠は第3節以下の関係個所に掲げる.
(2) 概 観
本節では,個別の所領とその所属集落を第3節以下で考察する前に,これ
らを含む地方行政区域 (管区 ･裁判管区,時には郡 ･県)の相互間の比較,
あるいは,下位区域と上位区域 (県ないしザクセン全体)との比較を,幾つ
かの官庁統計に基づいて試みる.
第 1に,人口増加率と人口密度を見る.
第 1表(1)は,1834,37,49,71年のザクセンの全4県の農村部人口,ザク
セン総人口と都市 ･農村別人ロを示し,1837年と49年について,上記3騎士
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領が所属する3管区,フライベルク管区,ムッチェン管区,ケムニッツ管区
の農村部人口も添えられている.この場合,1835年から所属県を ドレースデ
ン県に変更されたフライベルク管区は,それ以前からドレースデソ県所属と
見なした.
第 1表 4県と3管区の農村部人口およびザクセン総人口 (1834-71年)
1834年 1837年 1849年 1871年
ドレー スデソ県農村部 276,1022133335326498 278,572 308,613 383,29535086554937269 22
フライベルク管区農村部 56,721 63,368
ライブツイヒ県農村部 227,310 253,482
ムツチエン管区農村部 5,607 6,025
ツゲイツカウ県農村部 371,403 423,950
ケムニッツ管区農村部 44,601 53,051
バウツエソ県農村部 2560 245346
農村部全体 1,071,897 1,102,887 1,231,391 1,542,340
都市部全体 523,771 533,303 663,040 1,013,904
第 2表は,第 1表から算出された増加率である.尚,以下において比率は
原則として四捨五入値である.
第2表 4県･3管区の農村部人口とザクセン総人口との増加率 (1834-71年)
1834年 1837年 1849年 1871年
ドレー スデン県 (100%) (100%) (112%)(111%)(100%) (139%)(124%)51 327 122 10
フライベルク管区 (100%) (112%)
ライブツイヒ県 (100%) (115%)(112%)(100%)
ムツチエソ管区 (100%) (107%)
ツゲイツカウ県 (100%) (120%)(114%)i100%)
ケムニヅツ管区 (100%) (119%)
バウツエソ県 1 09
農村部全体 (100%) (100%) (115%)(112%)(100%) (144%)(125%)
ザクセン総人口の増加率は,1834-71年に60%であ り,前期34-49年に
19%,後期49-71年に34%である.農村部全体の増加率は,同 じ期間に
44%,前期15%,後期25%で,総人口のそれより小さい.バウツェン県 (大
部分が旧オーバーラウジッツ)を除 く,かつての本領地域 3県の農村部を見
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ると,この期間にドレースデン県の人口増加率は農村部全体より小さい.節
期34-49年にライブツィヒ県のそれは農村部全体と同率であり,ツゲィッカ
ウ県はザクセン全体よりも大きい.後期49-71年と全期間の両県の増加率は
農村部全体より大きく,ザクセン全体より小さい.ザクセン総人口の増加率
が15%,農村部全体のそれが12%を示す37-49年に,上記3管区の農村部の
うち,ムッチェソ管区の人口増加率はライブツィヒ県農村部より小さく,フ
ライベルク管区はドレースデン県農村部より大きく,農村部全体と同じであ
る.それに対して,ケムニッツ管区のそれはツゲィッカウ県農村部と農村部
全体より,更にザクセン総人口の増加率より大きい.
農村部人口がザクセン総人口に占める割合(2)は,第 1表から計算すると,
1834年と37年に67%,49年に65%,71年に60%であり,減少傾向にある.
第3表(3)は,1849年と71年の1平方キロ当たり人口密度を4県,ドレース
デン県第4郡 (49年)ないしフライベルク郡 (71年),ライブツィヒ県第3郡
ないしオーシャッツ郡,ツゲィッカウ県第 1郡ないしケムニッツ郡の3郡と
ザクセン全体について示す.その場合,県と郡の数億は都市部と農村部を含
む.これらの3郡 (第3表には71年の郡名を掲げる)は,上記3管区の上位
行政単位である.
第3表 4県,3郡とザクセン全体の人口密度 (1849-71年)
ドレー ス フライベ ライ ブオ シーャツゲイヅケムニッバウツエ ザクセ
デソ県 ベルク郡 ツイヒ県 ツツ都 カウ県 ツ郡 ソ県 ソ全体
1849年 110 105 123 74 148 184 118 127
1871年 153 151 162 89 203 245 131 167
1852年,55年と67年に,大都市 ドレースデソを含む ドレースデン県第1郡
あるいはドレースデソ郡が,1880年にはドレースデソ市がドレースデン県の
人口密度を押し上げ,同様に,大都市ライブツィヒを含むライブツィヒ県第
1郡,ボルナ郡あるいはライブツィヒ市がライブツィヒ県の人口密度を押し
上げていた(4).それにも拘わらず,49年と71年の両県の人口密度はザクセン
全体の水準に達していない.それに対して,ツゲィッカウ県はザクセン全体
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より遥かに高い.3郡を見ると,ライブツィヒ県第3郡ないしオーシャッツ
郡の両年の人口密度は,所属県のそれより非常に低い.ドレースデソ県第4
郡とフライベルク郡も所属県を下回る.他方で,ツゲィッカウ県第 1郡とケ
ムニッツ郡の人口密度は所属県の数値を大きく超え,特に71年には上記オー
シャッツ郡の2.7倍を超えている.
以上を,3騎士領の所在する3管区ないし郡について取りまとめると,19
世紀前半にケムニッツ管区農村部は,高い人口増加率を示し,ツゲィッカウ
県第 1郡の人口密度は高い.ムッチェン管区農村部の人口増加率とライブ
ツィヒ県第3郡の人口密度は小さい.ドレースデン県第4郡の人口密度は低
いけれども,フライベルク管区農村部はかなり高い人口増加率を示す.
第2に,産業別人口を検討する.
第4表(5)は,農業 ･工業人口が1849年の農村部人口に占める比率 (%)
を,県別と農村部全体で示し,都市部全体とザクセン全体の比率も添えられ
ている.その場合,人口はすべて家族を含み,農業,工業,商業等を含む合
計が100%とされている.
第4表 4県農村部とザクセン全体における農業 ･工業人口の比翠 (%)(1849年)
ドレース ラ イ ブ ツゲイツ バウツエ 農村部 都市部 ザクセ
デン県 ツイヒ県 カウ県 ソ県 全体 全体 ン全体
農業 55 58 40 42 48 3 32
1849年に,林業を含む農業人口は,ザクセン総人口の3割余りを占めるだ
けであり,鉱山 ･冶金業を含む工業人口は,既に5割を超え,農業人口を大
幅に上回っている.農村部全体において農業人口の比率はザクセン全体より
高いが,5割に達していない.工業人口の比率はザクセン全体より低く,そ
のために農業人口は工業人口を6%上回る.3県の農村部で見ると,ライブ
ツィヒ県では農業人口の比率が6割に近く,工業人口の比率は僅か3割余り
である.農業人口が工業人口の2倍に近い同県は,3県中最も農業的であ
る.ドレースデソ県もほぼ同じである.それに対して,ツゲィッカウ県では
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農業人口は4割にすぎず,工業人口は農村部全体を遥かに超え,ザクセン全
体さえ超えている.工業人口が農業人口を1割余り超える同県は,3県中最
も工業的である.
第5表(6)は,1849年のフライベルク,ムッチェン,ケムニッツの3管区の
農村部の農業 ･工業人口とその比率を示す.
第5表 3管区農村部の農業･工業人口と比率 (1849年)
フライベルク管区 ムツチエン管区 ケムニッツ管区
農業 24,670 (39%) 3,435 (57%) 12,545 (24%)
工業 31,603 (50%) 1,386 (23%) 37,416 (71%)
合計 63,368(loo拓) 6,025(100%) 53,051(100%)
1849年の3管区の農村部を比較すると,ムツチェソ管区の農業人口の比率
は,3県中最高のライブツィヒ県農村部 (第4表)よりやや低く,工業人口
の比率は3県中最低の同県農村部より遥かに低い.農業人口が工業人口の
2.5倍に近い同管区農村部は,農業地域である.それに対して,ケムニッツ管
区の農業人口の比率は,3県中最低のツゲィヅカウ県農村部よりも低く,農
村部全体の5割にすぎない.逆に,工業人口の比率は7割を超え,3県中最
高の同県農村部より,また,都市部全体より高い.工業人口が農業人口の3
倍に近い同管区農村部は,工業地域である.農業人口の比率が,一方で, ド
レースデン県農村部よりも,また,農村部全体よりも,低く,他方では,工
業人口の比率が5割に達し,農業人口を1割余り上回るフライベルク管区農
村部も,工業地域である.
第6表(7)は1849年のフライベルク,ムッチェン,ケムニッツの3管区農村
部の部門別工業人口を示す.本表の衣料品工業は靴下編工等を,家庭用品等
工業は鍛冶工,玩具工等を,工場工業は紡糸工,織布工等を含み(8),合計の数
値はその他の工業を含む.
第6表によれば,3管区の農村部のうちムッチェソ管区には1849年に,重
要な工業部門が存在しない.フライベルク管区では鉱山 ･冶金業と家庭用品
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第6表 3管区農村部の部門別工業人口 (1849年)
工業部門 フライベルク管区 ムツチエン管区 ケムニッツ管区
鉱山.冶金 13,488 214 40食 料 品 2327 1,52
衣 料 品 2,961 271 27,508
建 築 4,634 509 2,434
家庭用品等 4,398 215 1,098
工場工業 3,787 173 4,803
等工業が特徴的である.ケムニッツ管区の主要な工業は衣料品工業と工場工
業である.
第 7表(9)は,1849年について 4県とザイダ,ムッチェソ,リンバッハの 3
裁判管区 (GA)の農村部,農村部全体,都市部全体およびザクセン全体にお
ける就業者総数,主要工業部門就業者と農業就業者を示す (家族を除 く).こ
の表のAは就業者総数,Bは主要工業部門就業者,Dは農業就業者であり,
就業者総数対主要工業部門就業者A/B-Cと就業者総数対農業就業者A/D-E
の比率も表示されている.
第7表 4県と3裁判管区の農村部および農村部全体･都市部全体･
ザクセン全体の主要工業部門と農業の就業者 (1849年)
ドレ- ザ イ ライブ ムツチエ ツゲイ リンバツ バ ウ 農村部 都市部 ザクセ
スデソ ダGA ツイヒ こ/GA ツカウ ハGA ツエソ 全体 全体 ソ全体
A 158,162 10,073 127,581 3,830 203,095 6,472 123,983 612.821 306,635 919,456
B 8,982 i.289 54,111 3,587 38.618 82,630 33,827 86,930
C 17.61 7.81 79,393 2,519 3.75 1.80 3.36 7.42 9.07 10.58I) 95,188 4,644 82,730 1,614 52,081 309,39 ll,34 320,739
この表のB,主要工業部門とは ドレースデン県農村部で鉱山 ･炭鉱業であ
り,ツゲィッカウ県農村部で靴下編業,レース製造業と織布業であり,バウ
ツェン県農村部,都市部全体とザクセン全体で織布業,農村部全体で靴下編
業と織布業,ザイダ裁判管区農村部で木製玩具製造業,リンパ ッ-裁判管区
農村部で靴下編業である.この表によれば,農村部のうち ドレースデン県は
農業就業者の比率が大きい (Eが小さい)けれども,鉱山 ･炭鉱業の就業者
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もかなり多い.ザイダ裁判管区では農業の比率は高くなく,木製玩具製造業
が発達している.農業の比率が低く,靴下編業 ･レース製造業 ･織布業の発
展しているツゲィッカウ県にあって,リンパッ-裁判管区の農業就業者は少
なくノ靴下編工の比率は高い･それに対して,農業就業者の割合が高いライ
ブツィヒ県とムッチェソ裁判管区には,特筆すべき工業部門が存在しない.
第8表(10)は,ここで対象とする時期より新しい1871年について,4県農村
部と農村部全体 ･都市部全体 ･ザクセン全体の農業 ･工業 ･労働人口とその
比率を示す.木表の労働人口は,私的奉公人および,就労部門不記載の手仕
事労働者 ･日雇の計を意味する.合計は商業等を含み,その比率は100%で
ある.
第8表 4県農村部,農村部全体とザクセン全体の農業･工業･労働人口比率(1871年)
ドレー ス ライ ブ ツゲ イ ツ バウツエ 農村部 都市部 ザクセン
デン県 ツイヒ県 カウ県 ン県 全 体 全 体 全 体
農業 117,248 103,977 105,208 65,559 391,992 22,461 414,453
同% 31 31 19 24 25 2 16
工業 145,520 113,049 344,335 145,769 748,673 576,196 1,324,869
同% 38 34 62 54 49 57 52
労働 61,659 69,647 48,025 30,840 210,171 91,946 302,117
同% 16 21 9 ll 14 9 12
合 計 382,208 336,924 553,374 269,834 1,542,340 1,013,904 2,556,244
1871年のザクセン総人口に占める農業人口の比率は,49年 (第4表)から
半減し,工業人口のそれは徴増した.そのために,71年の工業人口は農業人
口の3倍を超えた.農村部全体において,農業人口の比率は49年からほぼ半
減し,工業人口のそれは増加して,5割弱を占めた.そのために,71年の農
村部全体の工業人口は農業人口の2倍弱となった.3県の農村部を見ると,
ライブツィヒ県とドレ-スデン県で農業人口の比率は49年から減少して,71
年に両県同率となり,工業のそれは増加して,1/3を上回った.このように両
県とも工業人口が農業人口より多くなったが,両県,特にライブツィヒ県は
農村部全体ほどには工業的でない.ツゲィッカウ県の農業人口比率は49年か
ら半減して,71年のザクセン全体のそれに近付いた.逆に,工業人口の比率
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は農業のそれの3倍以上に増加し,ザクセン全体ばかりでなく,この期間に
同比率の減少した都市部全体のそれを超えた.同県は高度に工業的である.
第9表(ll)は,1871年のザイダ,ミューゲルン,リンパッ-の3裁判管区農
村部 (管区合計から都市を差し引く)の農業 ･工業 ･労働人口,および,商
業等を含む合計を,その比率とともに示す.本表の労働人口は第8表のそれ
と同意であり,合計の比率は100%である.
第9衰 3裁判管区農村部の農業･工業人口とその比率 (1871年)
農 業 工 業 労 働 合 計
ザイダGA 6,659 28% ll,358 48% 2,799 12% 23,465
ミュー ゲルソGA 4,028 29% 3,294 24% 3,197 23% 13,955
3裁判管区の農村部のうち,ミューゲルン裁判管区の農業人口の割合はラ
イブツィヒ県農村部のそれより低いが,農村部全体よりも高い.その工業人
口の比率は3県農村部で最低の同県より更に低く,農村部全体の5割にすぎ
ない.農業人口が工業人口より多いここは,まだ工業的でない.リンパッ-
裁判管区の農業人口比率はザクセン全体よりも遥かに低く,3県農村部で最
低のツゲィッカウ県のほぼ5割である.逆に,その工業人口比率は3県農村
部で最高のツゲィッカウ県より遥かに高く,農村部全体のほぼ1.5倍である.
工業人口が農業人口の7倍を超えるここは,極度に工業的である.ザイダ裁
判管区の農業人口比率はドレースデソ県農村部のそれより低いが,農村部全
体よりも高い.その工業人口比率はドレースデン県農村部より遥かに高く,
農村部全体とはぼ同率である.工業人口が農業人口の1.7倍を超えるここは,
既に工業的である.
以上を19世紀中葉の3管区農村部について取りまとめると,ムッチェソ管
区は,農業人口が工業人口より遥かに多く,農業地域である.工業人口が圧
倒的なケムニッツ管区は,工業地域である.工業人口が農業人口より1割多
いフライベルク管区も,工業地域である.
第3に,農業就業者と土地所有者の構成 ･分布を検証する.
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第10表(12)は,1849,61,75年のザクセン全体の農業就業者の諸階層とその
構成比を示す.本表の実数は,家族を含まない,都市 ･農村の農業就業者男
女の数である.
第10表 ザクセン全体の農業就業者の諸階層と構成比 (1849-75年)
階 層 農民.借地農 園地農.小鼻住農 奉 公 人 日 雇 そ の他 合 計
1849年 40,676 22,263 159,846 80,804 17,150 320,739
同 % 13 7 50 25 5 100
1861年 41,120 19,131 163,828 66,261 12,102 302,442
同 % 14 5 6 54 22 4 1001875年 9,517 123,323 14,069 12,998 209,97
本表が対象とした四半世紀に,特に1861年以後に,農業就業者は2/3に減
少した.農業労働者 (奉公人と日雇)の減少が顕著であった.ただし,農業
部門とは統計上の項目を異にする,私的奉公人および,就労部門不記載の手
仕事労働者 ･日雇の激増 (第8表と第9表の ｢労働人口｣を参照)が留意さ
れるべきである(13).
土地所有者の規模別分布はどうか.第11表(14)は1853年のザクセン全体につ
いて,土地所有規模別の家畜所有者数とその経営面横,および,所有者総数
と経営総面積に対する各層の比率を示す.その場合,土地所有規模は5区分
に簡略化され, 1アッカーは0.5haに概算されている.
第11表 ザクセン全体における家畜所有者の土地所有規模別構成 (1853年)
137,812
100
2,093,156
58,915 26,021 36,349
43 19 26
51,762 147,907 954,157
所有者
同%
経営面墳
当時のザクセン農業協議会事務局長ロイニンクによれば,1.5ha以下の所
有者は専業的農業就業者ではなく,その土地は主として宅地と園地であり,
このような所有地の約半分は0.25ha以下である.また,彼によれば,1.5- 5
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ha層は園地農であり,5-50haは農民,50ha以上は騎士領である(15).この解
釈を継東しつつ,ツァイゼはロイニンクの農民を,5-25haの中農と25-50
haの大農に区分し,更に,1.5-5ha層を小農 ･園地農と規定している(16)
1853年の家畜所有者 (第11表)のうち,副業的に農業を営むにすぎない
1.5ha以下所有層 (人数は最大である)と土地無所有層 (その数は小さい)と
を無視すると,農業者で最大の階層は,総数の1/4を占める5-25ha層であ
る.2割弱の園地農層がそれに続く.25-50ha層は少なく,50ha以上層は更
に少ない.経営総面横に占める各層の比率においては,5-25ha層が5割近
くの土地を経営し,第2位は,1/4弱を持つ50ha以上層である.25-50ha層の
経営総面積は50ha以上層に少し及ばない.園地農層の比率は小さく,人数で
最大の副業的農地所有者層のそれは更に小さい.
第11表の原表から,各欄の合計 (実数表示)を100として,4県とフライベ
ルク,グリマ,ケムニッツの3郡における各階層の比率を算出してみる.そ
れが第12表(17)である.
第12表 4県と3郡における土地所有者の規模別構成 (%)(1853年)
所有規模 ドレース フライべ ライブツ グリマ郡 ツゲ イ ツ ケムニッ バウツエデソ県 ルク郡 イヒ県 カウ県 ツ郡 ン県
土地無所有 6 3 9 8 6 7 3
1.5ha以下 43 48 35 33 40 44 53
1.5-5ha 18 20 16 13 20 14 22
5-25ha 26 22 33 36 29 28 17
25-50ha 6 5 6 8 4 8 4
50ha以上 1 1 2 2 1 1 1
1853年の土地所有者の数において,3県と,グリマ郡を除く2郡とでは,
第11表と同じように,副業的農地所有者層が最大の階層である.ライブツィ
ヒ県では副業的農地所有者層と園地農層の比率がザクセン全体より低く,グ
l)マ郡では更に低い,他方で,ライブツィヒ県では5-25ha層と25-50ha層
の割合がザクセン全体よりも大きく,グリマ郡では更に大きい.グリマ郡で
は5-25ha層が数的に最大の階層である.50ha以上層は両者でほぼ等しく,
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ザクセン全体の2倍である.それに対して,ドレースデソ県の分布はザクセ
ン全体とほぼ同じであり,ツヴィッカウ県もかなり近似している.フライベ
ルク郡では最大階層の副業的農地所有者層の比率がザクセン全体よりも高く
て,5割に近く,5-25ha層の割合は低い.ケムニッツ郡では最大階層の副
業的農地所有者層はザクセン全体とほぼ同じ割合で,5-25ha層と25-50ha
層が多く,園地農層は少ない.
第13表(18)は,第12表より約四半世紀後の1877年の4県,3郡とザクセン全
体について,まず,地租単位120以上の農用地 (｢農民の土地上｢都市の土
地｣と騎士領の合計)の全体に占める5階層の地租単位合計の割合 (合計
100%)杏,次に,各階層の所有者の数と比率 (合計100%)を示す.その場
令,120-500単位の階層を Ⅰ層,500-1,000単位をⅡ層,1-2千単位をⅢ
層,2-10千単位をⅣ層,10千単位以上をⅤ層とした.右端 (平均)欄は各
行政区域の全農用地の平均地租単位である.
1882年の農業経営調査によれば,1.6ha以上経営の総数はザクセン全体で
61千であり,木表の総数52千を9千近く上回る (,そして,5ha以上の経営
は47千弱である- 松尾)から,第13表の最小の経営,すなわち,地租単位
120の経営は大体において3.3ha程度の農業経営を意味する,と当時のザクセ
ン農業協議会事務総長ランクスドルフほ記している(19).また,当時のザクセ
ン統計局長ベ-メルトによれば,第13表のⅠ層は,小土地所有者で,Ⅱ層は
中農であり,Ⅲ層は大農と小規模騎士領を,Ⅳ層は騎士領の大部分と少数の
富裕農を含み,Ⅴ層は大規模騎士領である.更に,｢農民の土地｣は農用地
(所有者)全体の91%を占め,｢都市の土地｣は8%,騎士領は2%である.
｢農民の土地｣の69%と ｢都市の土地｣の84%とは Ⅰ層であり,騎士領の
74%はⅣ層である(20).
この表の農用地 (所有者)数は,各自治体で調査された農用地 (所有者)
数の合計である.複数自治体に農用地を所有する人,特に大土地所有者は,
それぞれの自治体で数え上げられている(21)ために,現実の農用地所有者数は
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第13表 4県,3郡とザクセン全体の農用地の地租単位の階層別分布 (%)
･平均および所有者数･比率 (1877年.120地租単位以上所有者)
地租単位階層 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ (平均)(合計)
ドレ-スデン県 33 26 18 20 3 (548)
所有者数 9,402(69%) 2,849(21%) 965(7%) 407(3%) 17(0.1%) (13,640)
フライベルク郡 36 30 13 16 6 (524)
所有者数 1,431(69%) 485(23%) 104(5%) 45(2%) 3(0.2%) (2,068)
ライブツイヒ県 24 27 18 20 10 (679)
所有者数 9,388(61%) 3,988(26%)1,433(9%) 501(3%) 66(0.4%) (15,376)
オーシャツツ都 22 18 19 30 ll く766)
所有者数 1,207(63%) 376(20%) 191(lo兜) 121(6%) ll(0.6%) (1,906)
ツゲイヅカウ県 45 30 9 12 5 (447)
所有者数 ll,842(76%) 3,102(20%) 485(3%) 196(1%) 18(0.1%) (15,643)
ケムニッツ郡 34 44 13 7 3 (516)
所有者数 1,366(61%) 750(33%) 119(5.%) 16(1%) 2(0.1%) (2,253)
バウツエソ県 30 22 12 24 ll (576)
所有者数 5,557(72%) 1,434(19%) 416(5%) 237(3%) 29(0.4%) (7,673)
ザクセン全体 32 27 15 19 7 (560)
所有者数 36,189(69%)ll,373(22%)3,299(6%)1,341(3%)130(0.3%) (52,332)
木表の所有者数 よりやや少な く,現実の農用地の地租単位平均は本表 よりや
や大きい筈である.しか し,それを無視 して,農用地所有者の階層構成を見
ると,ザクセン全体で l層は所有者の 7割近 くを占め,Ⅱ層以上は激減す
る.この傾向は3県と3郡でも同じである.3県の うち,ドレースデン県は
ザクセン全体に最も近い.ツゲィッカウ県では Ⅰ層が特に大きく,Ⅱ層以上
は急減する.ライブツィヒ県の Ⅰ層はザクセン全体 よりやや小さく,Ⅰ層 と
II層はやや大きい.V層は 3県中ライブツィヒ県で最大である (ドレースデ
ン県とツゲィッカウ県の4倍).3郡で見ると,フライベル ク郡は ドレース
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デン県の分布とほぼ同じである.オーシャッツ郡のⅡ層はライブツィヒ県よ
り小さく,他の層,特にⅣ層,は大きい.ケムニッツ郡のⅠ層はツゲィッカ
ウ県とザクセン全体より非常に大きく,Ⅰ層は小さい.V層はオーシャッツ
郡で最大である (ケムニッツ郡の6倍,フライベルク郡の3倍).
農用地の地租単位の平均は3県中ツゲィッカウ県で最も小さく,ライブ
ツィヒ県で最も大きい (前者の1.5倍).ドレースデソ県はザクセン全体より
やや小さい.3郡ではケムニッツ郡の平均規模が最も小さいが,ツゲィッカ
ウ県より大きい.フライベルク郡はケムニッツ郡よりやや大きく,ドレース
デン県より小さい.最も大きいオーシャッツ郡の平均規模はライブツィヒ県
より大きく,ケムニッツ郡の1.5倍弱,ツゲィッカウ県の約1.7倍である.
農用地所有者各階層に帰属する地租単位の合計 (近似的に経営稔面積)杏
ザクセン全体で見ると,最大の階層は Ⅰ層で,Ⅰ層-Ⅴ層の比率は,Ⅳ層が
Ⅲ層を上回る以外は,漸減 していく.この候向は,ドレースデソ県とツ
ゲィッカウ県 (Ⅰ層が特別に大きい)およびフライベルク郡でも認められ
る.ライブツィヒ県ではI層が最大の階層であるが,I-Ⅳ層は比較的接近
している.Ⅴ層は3県中ドレースデソ県で最小であり,ライブツィヒ県で最
大である (ツゲィッカウ県の2倍で,ドレースデン県の3倍以上).3郡を見
ると,フライベルク郡の Ⅰ層とⅡ層はザクセン全体より大きく,Ⅲ層-Ⅴ層
は小さい.オーシャッツ郡の最大階層は,ザクセン全体,3県および他の2
郡と異なって,Ⅳ層であり,Ⅰ層-Ⅲ層は接近している.この郡では Ⅰ層と
I層はザクセン全体より非常に小さく,Ⅲ層-Ⅴ層は大きい.ケムニッツ郡
の最大階層は,ザクセン全体,3県および他の2郡と異なって,E層であ
り,Ⅰ層もザクセン全体より大きく,Ⅲ層とⅣ層は小さい.Ⅴ層は3郡中ケ
ムニッツ郡で最小であり,オーシャッツ郡で最大である (ケムニッツ郡の4
倍弱,フライベルク郡の2倍弱).
第14表(22)は,前表と同じ調査から ｢農民の土地｣だけを県別に区分した統
計である (合計はそれぞれ100%).
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第14表 4県における ｢農民の土地｣の地租単位の階層別分布 (%)と
所有者数･比率 (1877年.120地租単位以上所有者)
地租単位階層 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ (合計)
ドレー スデン県 39 31 20 10 -(一%)(12,784)369083(699
所有者数 8,875(69%) 2,772(22%) 912(7%) 225(2%)
ライブツイヒ県 30 36 24 10 0.3
所有者数 8,25(60%) 3,80(28%)1,338(10%) 262(2%) 1-
ツゲイツカウ県 52 36 10 2
所有者数 10,460(75%) 2,971(21%) 425(3%) 37(0.2%)
バウツエソ県 45 34 17 4
5 0774 1377 0 69 5 460.7
ザクセン全体 40 34 18 7 0.1 (47,366)
第13表の場合と同じように,第14表についても,複数自治体に農用地を所
有する農民を無視して,農民の階層構成を見ると,ザクセン全体におけるⅠ
層-Ⅲ層の農民の比率は第13表のザクセン全体に近似している.ただし,Ⅳ
層は小さく,Ⅴ層は0%である.3県の中で Ⅰ層は ドレースデン県でザクセ
ン全体と同じであり,ライブツィヒ県で小さく,ツゲィッカウ県で大きい.
ライブツィヒ県のⅠ層-Ⅳ層は大きく,ツゲィッカウ県のⅢ層とⅣ層は小さ
農民各階層に帰属する地租単位の合計 (近似的に経営総面積)をザクセン
全体で見ると,Ⅰ層が最大の階層であるが,4割を占めるにすぎない.この
Ⅰ層の比率にⅡ層が近付き,Ⅲ層もかなり大きい.3県を見ると,ツゲィヅ
カウ県では Ⅰ層が支配的であり,Ⅱ層もザクセン全体より大きいが,Ⅲ層以
上は激減する.それに対して,ライブツィヒ県ではⅡ層が最大の階層である
けれども,Ⅲ層とⅣ層の合計は1/3を超える.両者の合計比率が Ⅰ層の割合
を上回るのは,ここだけである.Ⅴ層の比率も3県中ここだけで表示できる
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(0.3%).ドレースデソ県は,Ⅳ層の比率がやや高い以外は,ザクセン全体
に近似している.
第4の問題は,かつての領主的土地所有-騎士領がどのような地位を占め
ているか,である.
1853年の土地所有統計 (第11表)に関連して,騎士領はザクセンの私有地
全体の19%を,その他の私有地が81%を占める,とロイニンクは推定してい
た (23).
第15表(24)は,領主制地代の償却協定の大部分が既に提議(25)されていた
1857年について,4県とザイダ,ムッチェン,リンパッ-の3裁判管区,お
よび,ザクセン全体における騎士領 (B)と ｢その他の私有地｣(A)の面積
(アッカー単位.アッカー以下切捨て)を示し,B/Aの比率を算出したもので
ある.
第15表 4県,3裁判管区とザクセン全体における騎士領と｢その他の私有地｣
の面積 (アッカー )および両者の対比 (%)(1857年)
ドレー ス ザイダ ライブツ ムツチエツゲイツ リンバツバウツエ ザクセン
デソ県 GA イヒ県 ソGA カウ県 -GA ソ県 全体
A 538,446 28,973 464,915 13,680 562,751 10,621 285,0811,851,195
B 96,043 8,745 116,360 2,690 100,822 1,271 119,217 432,444
｢その他の私有地｣(中心は ｢農民の土地｣)の面横と対比した騎士領の比
率は,3県の中でライブツィヒ県で最も高く,ドレースデソ県とツゲィッカ
ウ県は同率で,ザクセン全体 (23%)を下回る.3裁判管区の中ではザイダ
裁判管区の比率が最も高く,ライブツィヒ県をさえ上回っている.それに対
して,リンパッ-裁判管区のそれは極めて低く,ザイダ裁判管区の1/3,ツ
ゲィッカウ県の1/2強にすぎない.ムッチェン裁判管区はザクセン全体より
低く,ザイダ裁判管区の7割弱である.
第16表(26)は,1862年の4県,3裁判管区とザクセン全体の地租単位総計に
占めろ,騎士領の地租単位合計の比率を示す.この表の地租単位は,都市と
農村に所在する,土地と建物のそれを含んでいる.
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第16表 4県,3裁判管区とザクセン全体の地租単位総計に占める,
騎士飯の地租単位合計の比率 (%)(1862年)
ドレー ス ザイダ ライ ブ ムツチエ ツゲイツ リンバツ バウツ ザクセ
デソ県 GA ツイヒ県 ソGA カウ県 ハGA エソ県 ン全体
この表によれば,騎士領の地租単位合計はザクセン全体の地租単位総計の
13%を占めている.ドレースデン県とツゲィッカウ県の比率はザクセン全体
のそれを下回 り,ライブツィヒ県はいくらか上回る.3裁判管区の中ではリ
ンパッ-裁判管区が最も低 く,ツゲィッカウ県より低い.ムッチェン裁判管
区はライブツィヒ県と同じである.ザイダ裁判管区の比率は最も高 く,ライ
ブツィヒ県より高 く,リンパ ッ-裁判管区の2倍に近い.
第17表(27)は,1877年の4県, 3郡とザクセン全体の120地租単位以上の農
用地 (｢都市の土地｣を含む)に占める ｢農民の土地｣(A,%) と騎士領
(B,%)の比率および両者の対比 (B/A,%)を示す.更に,騎士領の数
(C),その地租単位合計 (D)と騎士領の平均地租単位 (D/C)も添えられ
ている.
第17表 4県,3郡とザクセン全体における ｢農民の土地｣と騎士領との対比 (B/A,%)
および騎士領の平均地租単位 (D/C)(1877年.120地租単位以上の農用地)
A B B/A C D D/C
ドレー スデン県 81 15 19 212 1,140,885 5,382
フライベルク郡 82 14 17 27 156,979 5,814
ライブツイヒ県 72 22 31 288 2,287,817 7,944
オーシャツツ郡 70 24 34 43 351,089 8,165
ツゲイツカウ県 ･78 15 19 210 1,053,992 5,019
ケムニッツ郡 88 8 9 13 88,439 6,803
バウツエソ県 63 32 51 256 1,430,117 5,586
ザクセン全体 75 20 27 966 5,912,811 6,121
120地租単位以上で見ると,1877年に騎士領は966あり,農用地 (所有者)
総数 (52,332- 第13表)の 2%を占め,その地租単位合計はザクセン全体
の地租単位総計の20%に達する.この比率は 3県中ライブツィヒ県で最も高
い (ザクセン全体より高い).ドレースデソ県とツゲィッカウ県はザ クセン
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全体より低い.3郡中ではケムニッツ郡のそれが最も低く,オーシャッツ郡
が最も高い (ライブツィヒ県より高く,ケムニッツ郡の3倍).
｢農民の土地｣に対する騎士領の比率 (B/A)は,ドレースデン県とツ
ゲィッカウ県ではザクセン全体の比率 (27%)より遥かに小さい.それに対
して,ライブツィヒ県の比率はザクセン全体より大きい.3郡で見ると,ケ
ムニッツ郡の比率が最も小さく,ザクセン全体の僅か1/3である.それに次
ぐフライベルク郡はドレースデソ県より小さいが,ケムニッツ郡の2倍弱で
ある.比率の最も大きいオーシャッツ郡はライブツィヒ県より大きく,ケム
ニッツ郡の4倍に近い.
騎士領966中の711(74%)は地租単位2-10千 (第13表のⅣ層)であり,
この層の地租単位合計は騎士領の地租単位合計の63%を占める(28).騎士領の
平均地租単位 (近似的に平均経営規模)はツゲィッカウ県で最も小さく,ド
レースデソ県がそれに次ぎ,最も大きいライブツィヒ県はザクセン平均より
3割近く大きい.3郡の中では,フライベルク郡が最も小さく,最も大きい
オーシャッツ郡はライブツィヒ県より大きく,ザクセン全体より1/3大きい.
ケムニッツ郡は,騎士領の土地の比率 (B/A)は最も小さいにも拘わらず,辛
均地租単位では第2位である.
以上を19世紀中葉の3裁判管区について取りまとめると,騎士領の占める
地使は,ザイダ裁判管区で最も高く (第15表で私有地面積の30%,第16表で
地租単位の15%),ムッチェソ裁判管区がそれに次ぎ (前者20%,後者
14%),リンパヅ-裁判管区は最も低い (前者10%,後者8%).
最後に,農用地率,平均高度と土地収益性を見る.
第18表(29)は4県,3裁判管区とザクセン全体の総面積 (アッカー単位),
農用地率と耕地率および農用地の平均高度 (フィート単位)を示す (耕地率
は1853年,他は1862年).
ー 1 3 2 -
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第18表 4県,3裁判管区とザクセン全体の総面積,農用地率と
耕地率および農用地の平均高度 (1853,1862年)
総面積 農用地 農用地率 耕地革 平均高度
ドレー スデソ県 784,575 522,171 67% 52%6419 935
ザイダ裁判管区 43,662 28,930 66% 1,877
ライブツイヒ県 641,035 478,921 75% 560
ムツチエソ裁判管区 25,393 13,510 53% 530
ツゲイツカウ県 842,039 480,442 57% 1,424
リンバツ-裁判管区 ll,030 8,048 73% 1,103
バウツエソ県 442883 290224 6 781
1862年の農用地率はムッチェン裁判管区において 3裁判管区中最も低 く,
3県中最低率を示すツゲィッカウ県よりも低い.ザイダ裁判管区のそれは ド
レースデソ県およびザクセン全体 (65%)とほぼ同じである.リンパッ-戟
判管区のそれは3裁判管区の中で最も高く,3県中最高率を示すライブツィ
ヒ県に近い.この数値より数年早く当時のザクセン統計局長エンゲルが提示
した,4県の耕地率も,農用地率とほぼ比例している.
農用地の平均高度を見ると,ライブツィヒ県は主として低地にある (郡平
均で404フィートから773フィートまでの4郡を含む).ドレースデソ県 (那
平均で493-1,594フィートの4郡)は低地と高地を含み,ツゲィッカウ県
(郡平均で1,064-1,544フィートの5郡)は主として高地にある(30).3裁判
管区の中でムッチェン裁判管区は最も低地にあ り,3県中最も低いライブ
ツィヒ県平均より低い.それに対して,ザイダ裁判管区は最も高地にあり,
ドレースデン県平均およびザクセン全体の約 2倍の高さにある.リンパッ-
裁判管区はザクセン全体より幾らか高いが,3県中最も高いツゲィッカウ県
平均よりかなり低い.
第19表(31)は,1858年の 3裁判管区の農村部の土地 1アッカー当た り地租単
位と全ザクセン116裁判管区中のその順位を示す.
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第19表 3裁判管区農村部の土地 1アッカー当たり地租単位とその順位 (1858年)
ザイダ裁判管区 ムツチエソ裁判管区 リンバツ-裁判管区 ザクセン全体
1843年地租法によって1タ-ラー (後に3マルク)の純益は3地租単位と
規定され,すべての土地と建物の地租単位は全国検地を通じて土地台帳に登
録された(32).したがって,地租単位は所有面積を表現しないが,第19表の平
均地租単位は農村部の土地 1アッカー (ほぼ0.5ha)当たり純益を表現する.
3裁判管区の中でザイダ裁判管区のそれは最も低い.この平均地租単位は全
ザクセン (16.49)の2/3にすぎず,リンパッ-裁判管区の5割 (32.64をもっ
てザクセソ全体で第1位のライブツィヒⅠ裁判管区(33)の1/3)程度であり,
全国116裁判管区の順位で最後に近い.第2位のムッチェン裁判管区は全ザ
クセンの平均値を超え,第 1位のリンパッ-裁判管区は全ザクセンの平均値
の約1.3倍である.
以上を19世紀中葉の3裁判管区について取りまとめると,リンパッ-裁判
管区はザクセンの中でやや高地にあり,農用地率が高く,土地収益性も高
い.それに対して,ムッチェン裁判管区は低地にあり,農用地率は極めて低
いけれども,土地収益性は高い.ザイダ裁判管区は高地にあり,農用地率は
平均的であるが,土地収益性が低い.
(注)
(1)1834年の典拠は Bevolkerung1849(a),S.214,216,218.1837年は Bevolkerung
1837,S.4,14,20,38(総人口は都市,農村と軍隊の合計である).1849年は
Bevolkerung1849(b),S.201,203,207,211.1871年は松尾 1990,p.34.尚,
1834-49年について松尾 1990,pp.24-25,27を参照.更に,1856-74年の裁判管区 (令
計116)の領域と,1856年以前の管区 (合計49)のそれとは非常に異なる (松尾
1990,p.35)ので,同名であっても,両者を比較することはできない.県- 1835年ま
では県 (K),35-74年に県 (KD),74年以後に県 (KH)- の領域も1835年,56年と
74年にいくらか変更された (松尾 1990,pp.23-24,32-34)けれども,本稿ではそれを
無視する､
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(2)1834年,52年と71年の県別 ･郡別の都市 ･農村人口比率は松尾 1990,pp27,34を参
照.1849年については,VglEngel1853,S37;Reuning1856,S.9;Zeise1965,
S.14:Zeise1968,S.240.
(3)1849年は Engel1853,S.38;松尾 1990,p.28.1871年は Bevolkerung1871,S.3,
5-6,10-12.
(4)松尾 1990,pp.28,35,40を参照.ライブツィヒ市を含むボルナ郡は,1864年からラ
イブツィヒ郡と改称された.Klein1982.S.236.
(5)Bevolkerung1849(b),S.266.Vgl.Enge11853,S.108-109;Langsdorff1881,
S46;Langsdorff1889,S67-68;Zeise1965,S.14;Zeise1968,S.242;松尾
1990,p.227.尚,私的奉公人は農村部全体で0.7%を占めるにすぎず,3県農村部で
は,最高のライブツィヒ県でも1%である.Bevt)lkerung1949(b),S267.
(6)Bevolkerung1849(b),S.200-203,206-207より計算.尚,私的奉公人の比率はフラ
イベルク管区農村部0.6%,ムッチェン管区同1.8%,ケムニッツ管区同0.9%である.
(7)Bevolkerung1849(b),S.200,202,206.
(8)Bevolkerung1849(b),S.17118,20-26
(9)Gewerbezweige1857,S.133-134,136-137,142,144-145,147148より作成.尚,
原表に複数の工業部門が挙げられている県 ･管区では,それらの合計をB欄に掲げ,
A/Bもこの数字で計算した.そのために,これらの県 ･郡のA/Bは,1工業部門だけが挙
げられている県 ･郡のそれとは,直ちには比較できない.
(10)Bevolkerung1871,S.12,28,54,80,110-111より作成.Vgl.Langsdorf1881,
S.46;Langsdorf1889,S.67-68;松尾 1990,p.227.尚,前注 (5)に記したように
1849年に私的奉公人の比率は3県農村部で極めて低かったが,71年には私的奉公人お
よび,就労部門不記載の手仕事労働者 ･日雇が3県農村部で増加し,特に農業的なライ
ブツィヒ県農村部で激増したことを,本義は示している.これらの労働者の相当部分は
農業部門で就労している管である.後注 (13)を参照.
(ll)Bevolkerung1871,S.43-44,69-70,82-83より算出.尚,前注 (6)に記したように
1849年に私的奉公人の比率は3管区農村部で極めて低かったが,71年には私的奉公人
および,就労部門不記載の手仕事労働者 ･日雇がザイダ裁判管区の,特に,農業的な
ミューゲルン裁判管区の農村部で激増したことを,本表は示している.
(12)1849年は Bevblkerung1849(b),S.82から,61年と75年は Langsdorf1881,S.
49から計算.49年についてVgl.Enge11853,S.245;Langsdorff1881,S.49(家族を含
まない農業就業者) ;Langsdorff1889,S48;Zeise1965,S.27(家族を含む,農村の
農業人口) ;Zeise1968,S.245.尚,下記3管区の農村部における農業就業者 (家族を
含まない)は,1849年に次の通りであった (階層別構成は不明である).(1)フライベ
ルク管区13,647人,(2)ムッチェン管区1,788人,(3)ケムニッツ管区6,882人.
Bevolkerung1849(b),S.164,168,170.
(13)ランクスドルフは1875年の統計の問題点を指摘する.61年から75年までにザクセン
全体で,農民 ･借地農と園地農 ･小鼻住農との合計は60.3千人から59,5千人に減少し
ただけであるのに対して,農業労働者 (奉公人と日雇)は230千人から137千人に激減し
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た.しかも,同時に,別項目の労働者が顕著に増加した.すなわち,就労部門不記載の
手仕事労働者 ･日雇が54千人から106千人に,各種の私的奉公人が46千人から61千人に
増加した (以上いずれも,家族を除く).彼等は,木工 ･壁工の雇職人 ･徒弟 (その大部
分は61年の統計によれば農村に居住する)とともに,農業部門で季節的に雇用されるけ
れども,統計では農業から排除された.Langsdorff1881,S.46-52.農業人口は1882年
の調査で,75年に対して181千人余り増加して,602千人となった.これは絶対数では
75年と71年の数字はもちろん,61年も超え,49年の水準に近付いた.その結果として,
農業人口は71年と75年に工業人口の1/3以下であったが,82年には1/3をいくらか上
回った (対稔人口比では49年の32%から82年の20%に下落).82年の農業人口増加の大
部分は,従来の統計においては農業に区分されなかった日雇と見なされる.家族を除
く,82年の農業就業者,293千人のうち自立的経営者は84千人 (29%)で,補助労働者と
その他の労働者は206千人 (70%)である.Langsdorff1888,S.66-69.Vgl.Bevolke-
rung1882,S,24T26.
(14)家畜所有者に関する数値は Vertheilung1855,S.25126より計算.経営面帯に関する
数値は Langsdorff1889,S.48から算出.前者の統計に関しては VglReuning1856,
S24(土地無所有を除 く) ;Langsdorff1889,S.47(土地無所有を除く) ;Zeise
1965,S.23-24(分頬は1.5-5ha,5-25ha,25-50ha,50ha以上の4区分- 1.5ha以
上について私はこの区分に従う) ;Zeise1968,S.240-244;Gro131968,S.149(分類は
1.5-5ha,5-20ha,20-100ha,100ha以上の4区分).
(15)Reuning1856,S.22,26;Reuning1865,S.28-30(ただし,50ba以上の土地と騎士
領とは一致しない).
(16)Zeise1965,S23;ZelSe1968,S.243.
(17)Vertheilung1855,S.25-26から.県別の比率については Vgl.Vertheilung1855,
S.25-26;Reuning1856,S.23-25;Reuning1865,S25-27;Langsdorff1889,S.
47,49;Zeise1965,S.24(4区分).ランクスドルフによれば,各県を比較すると,大
規模経営はライブツィヒ県に,中規模経営はドレースデソ県に,小規模経営はツゲィッ
カウ県に最も多い.Langsdorff1889,S.49.
(18)Bohmert1880,S.186-187,189,201,203,206-207より計算.VglLangsdorff
1881,S.34-37;Langsdorff1889,S52-53.追記第1.1877年に120地租単位以下の農用
地所有者は47千人 (これを含めた農用地所有者総数の47%- 松尾),その農用地地租
単位は470万 (これを含めた農用地地租単位合計の14%- 松尾)と推定されている.
Bohmert1880,S.184.Vgl.Langsdorff1881,S.33.第2.この統計の地域区分は税務
大区と税務区であり,これはこの時期には内務行政の県と郡に照応する.Langsdorff
1881,S40;松尾 1990,p.46.
(19)Langsdorff1889,S.56.尚,1882年の郡別 ･規模別農業経営数とザクセン全体の規模
BrJ経営総面積 (ザクセン全体の総数は192,921,うち1.6ha以上は61,186,50-100haは
806,100ha以上は758)は Langsdorff1889,S.56,58-59を,1877年の郡別 ･規模別の
5.5ha以上農地所有者数は Langsdorff1889,S.50;松尾 1990,p213を参照.
(20)Bohmert1880,S187-188,207.
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(21)Langsdorff1881,S.4ト42;Langsdorff1889,S,51.
(22)Bohmert1880,S.206-207.Vgl.Langsdorff1889,S.53.
(23)Reuning1865,S.29.尚,922騎士領の地租単位規模別統計もReuning1865,S.29に
ある.また,1847/48年の971騎士領の県別 ･税務区別 ･地租単位規模別分布は VgI.
Engel1853,S.214-215(ただし,この時期の税務区の領域は郡の領域より小さい).更
に,松尾 1990,pp.210,213を参照.- 1832年の騎士簡名簿には1,027騎士蘭が県別に
記載されている.GS1832,S,427-434.更に,松尾 1990,p.219を参照.
(24)Grundflachen1857,S.7ト72,74-75より計算.国有地を含むザクセンの総両横は,
2,716,341アヅカーであった.Grundflachen1857,S75.したがって,騎士領は総面横
の16%を,その他の私有地は68%を占めていた.4県とザクセン全体との農村部におけ
る土地所有の構成については Vgl.Grundflachen1857,S.73-75;松尾 1990,p.205.
尚,19世紀中葉に本領地域とザクセン全体の騎士領の平均面積はいずれも約220haで
あった.松尾 1990,p.209.
(25)松尾 1990,pp.265-269を参照.
(26)Viehzahlung1862,S.90,92,96.
(27)Bohmert1880,S,190.
(28)Bohmert1880,S.188,207.尚,966騎士領の県別 ･地租単位鋭模別統計は
Bohmert1880,S200,206-207;Langsdorf1881,S38(ただし,981騎士領)にあ
る.VglLangsdorff1889,S,53.- 1877年の5.5ha以上経営 (ザクセン全体で総数
44,132)は騎士領920を含む.その郡別数字は Langsdorff1889,S.50にある.
(29)耕地率は Enge11853,S.28;Reuning1856,S.5;Reuning1865,S.5.総面槍,
農用地と平均高度は Viehzahlung1862,S,82,84,88.農用地率は私の計算.描,
1838/43-78年のザクセン全体の耕地率の変化は松尾 1990,p.207を参照.
(30)Vgl.Viehzahlung1862,S88.尚,1880年代の農用地の高度分布を県と郡について,
A-100m以下,B-101-250m,C-251-400m,D:-401-550m,E-551-700m,
F-700m以上,の6区分で見ると,ドレースデソ県B45%,C27%,D16%,フライベ
ルク郡D46%,E34%,C19%,ライブツJlヒ県B80%,C19%,オーシャツツ郡B
97%,ツゲィッカウ県D43%,C34%,E20%,ケムニッツ郡C52%,D38%,バウ
ツェソ県C51%,B44%,ザクセン全体B42%,C31%,D17%であった.
Vgl.Langsdorff1881,S.31;Langsdorf1889,S.45.
(31)Steuern1858,S.74,76.
(32)B6hmert1880,S.182;GroL31968,S.123;松尾 1990,p.220.
(33)Steuern1858,S.73.
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(3) 南ザ クセンの騎士領 プル シェンシ ュタイ ンとその所属集
落
プルシェンシュタインは,1832年11月6日付けで法令集に掲載された騎士
領名簿において,-ルツゲビルゲ県の騎士領の第82号である(1).全国検地に
基づく,この騎士領の地租単位は28,074であった(2).ザクセン全体の騎士領
の平均地租単位が6,456(1849年,騎士領数971(3)あるいは6,121(1877年,
騎士領数966- 前節第17表)であったから,この騎士領の地租単位は平均
の4.3倍ないし4.6倍に達する.この地租単位を上回る騎士領は,ザクセンで
6しかない(4)
この騎士領が18世紀後半に一円的に支配した集落は,(1)ブT)ユーダー
ヴィ-ゼ,(2)ケマースヴァルデ,(3)クラウスニッツ,(4)ドイッ
チュ･カタ1)-ネソベルク,(5) ドイッチュ ･アインジ-デル,(6) ド
イッチュ･ゲオルゲンタール,(7) ドイッチュ･ノイドル7,(8)ディッ
タ-スバッ-,(9)フラウエソバッ-,(10)71)-デバッ-,(ll)-イデ
ルバッ-,(12)-イデルベルク,(13)-イダースドル7,(14)ノイ-ウゼ
ソ,(15)ピルスドル7,(16)プルシェソシュタイン,(17)ザイダ,(18)
ザイフェン,(19)ウラースドルフであった.これら19集落の,18世紀後半の
家屋所有住民の戸数とフ～フェ数 (第1行),1834年と1849年の人口 (第 2
行),1871年の職業別人口 (労働人口は前節第8表のそれと同意であり,計は
その他を含み,各項目は家族を含む)(第3行),および,1913年の集落 (自
治体と騎士領)の領域総面積 (四捨五入値)(第4行)は次の通 りである.
尚,7-7ェ農 (第 1行)の階層構成は明らかでない.第2行では,1837年
(前節第1表参照)の集落別人口は公表されていないので,1834年の数値が
示されている.
(1)ブリュ-ダーヴィ-ゼ (Bruderwiese)
1787年 7-7ェ農-,園地農-,小屋住農4.7-7ェ数-(5)
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1834年 113人,1849年 152人(6).
1871年 農業 37人,工業 115人,労働 10人,計 179人(7).
1913年給面債 63ha(8),
(2)ケマースヴァルデ (Cammerswalde)
1764年 7-7ェ農33,園地農-,小屋住農39.7-7ェ数19.75(9).
1834年 852人,1849年 936人(6).
1871年 農業 360人,工業 328人,労働 170人,計 974人(7).
1913年総面積 1,206ha(10).
(3)クラウスニ ッツ (Clausnitz)
1764年 7-7ェ農42,園地農-,小屋住農54.7-7ェ数29(9).
1834年 950人,1849年 977人(6).
1871年 農業 517人,工業 268人,労働 160人 計 1,160人(7).
1913年総面積 1,407ha(8).
(4) ドイ ッチュ ･カタ リーネソベル ク (Deutsch-Catharinenberg)
1787年 フ-フェ農-,園地慶一,小屋住農12.フ-フェ数-(ll)
1834年 142人,1849年 181人(6).
1871年 農業 8人,工業 127人,労働 31人,計 192人(7).
1913年総面積 -(12)
(5) ドイ ッチ ュ ･アインジーデル (Deutsch-Einsiedel)
1711年 7-7ェ農-,園地農-,小屋住農21.7-7ェ数- (13)
1834年 391人,1849年 482人(6).
1871年 農業 95人,工業 428人,労働 22人,計 604人(7).
1913年総面積 79ha(8).
(6) ドイ ッチュ ･ゲオルグンタール (Deutsch-Georgenthal)
1786年 フ-フェ農一,園地農-,小屋住農4.7-7ェ数-J14)
1834年 14人,1849年 39人(6).
1871年 農業 2人,工業 26人,労働 1人,計 38人(7).
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1913年総面積 -(15)
(7) ドイッチュ ･ノイ ドルフ (Deutsch-Neudorf)
1787年 7-フェ農-,園地農-,小屋住農81.7-フェ数-(16)
1834年 772人,1849年 934人(6).
1871年 農業 35人,工業 662人,労働 127人,計 938人(7).
1913年総面積 181ha(18)
(8)ディッタ-スバッ- (Dittersbach)
1764年 7-フェ農10,園地農-T 小屋住農9.7-7ェ数4.125(9).
1834年 233人,1849年 331人(6).
1871年 農業 125人,工業 142人,労働 7人,計 306人(7).
1913年総面積 312ha(8).
(9)フラウエソバ ッノ＼(Frauenbach)
1791年 7-7ェ慶一,園地農-,小足住農9.7-7ェ数J18)
1834年 118人,1849年 125人(19).
1871年 農業 48人,工業 87人,労働 14人,計 162人(7).
1913年総面積 -(20)
(10)フリーデバッ- (Friedebach)
1764年 7-7ェ農37,園地農一,小鼻住農34.7-7ェ数25.5(21)
1834年 879人,1849年 939人(6).
1871年 農業 509人,工業 210人,労働 161人,計 978人(7).
1913年総面積 1,400ha(8).
(ll)-イデルバ ッ- (Heidelbach)
1786年 7-フェ農-,園地農-,小屋住農12.7-7ェ数-(2)
1834年 109人,1849年 130人(6).
1871年 農業 67人,工業 67人,労働 2人,計 146人(7),
1913年総面積 -(23)
(12)-イデルベルク (Heidelberg)
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1787年 7-7ェ農-,園地農-,小屋住農108.7-7ェ数J24)
1834年 1,349人,1849年 1,710人(6).
1871年 農業 166人,工業 1,638人,労働 49人,計 1,990人(7).
1913年給面構 384ha(8).
(13)-イダース ドルフ (Heidersdorf)
1764年 7-7ェ農27,園地農10,小屋住農17.フ-フェ数13.75(24).
1834年 699人,1849年 747人(6).
1871年 農業 444人,工業 367人,労働 95人,計 988人(7).
1913年総面積 963ha(25).
(14)ノイ-ウゼン (Neuhausen)
1764年 7-フェ農24,園地農-,小屋住農18.7-7ェ数3,75(26).
1834年 1,072人,1849年 1,300人(19).
1871年 農業 211人,工業 822人,労働 194人,計 1,409人(7).
1913年総面帯 770ha(27).
(15)ピルス ドルフ (Pilsdorf)
1764年 - (28)
1834年 99人,1849年 105人(19).
1871年 農業 58人,工業 23人,労働 28人,計 144人(7).
1913年総面積 -(29)
(16)プルシェソシュタイン (騎士領)(Purschenstein)
家屋所有者 ･人口 - (30)
1871年 農業 50人,工業 13人,労働 7人 計 83人(7).
1913年総面積 1,919ha(25).
(17)ザイダ (都市)(Sayda)
1764年 7-7ェ農54,園地農-,小屋住農99.7-7ェ数11(31).
1834年 1,154人,1849年 1,414人(32).
1871年 農業 140人,工業 756人,労働 189人,計 1,616人(7).
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1913年給面墳 910ha,(8).
(18)ザイフェン (Seiffen)
1764年 7-7ェ農13,園地農-,小鼻住農44.7-7ェ数4.5(3).
1834年 1,000人,1849年 1,096人(19).
1871年 農業 98人,工業 1,113人,労働 45人,計 1,453人(7).
1913年給面積 235ha(25).
(19)ウラースドルフ (Ulersdorf)
1764年 7-7ェ農22,園地農-,小屋住慶14.7-7ェ数12(34).
1834年 291人,1849年 305人(19).
1871年 農業 149人,工業 49人,労働 53人,計 309人(7).
1913年総面積 739ha(35).
以上の数値から計算すると,18世紀後半に12共同体 (都市ザイダ,村落
ll)の7-7ェ数は123.375であった.ただし,この11村中3村 [(5),
(7),(12)]にはフ-フェ農が存在しなかった.更に,騎士領 [(16)]と6
集落 [(1),(4),(6),(9),(ll),(15)]は独立の村落ではなく,上記
11村落の部分集落であった.18世紀後半の家屋所有住民は全体でフ-フェ農
262,園地農10,小屋住農581,合計853戸であった.
19集落全体の人口は1834年に10,237人,49年に11,903人,71年に13,669人
である.34-49年の15年間の人口増加率16%は,ザクセン全体のそれよりは
小さいが,ドレースデン県農村部と農村部全体の増加率より大きい.49-71
年の22年間の人口増加率15%と34-71年の37年間の人口増加率34%は,ザク
セン全体,農村部全体とドレースデン県農村部よりかなり低い (前節第2表
参照).
ザイダ裁判管区農村部の1849年の主要工業部門は木製玩具製造業であった
(前節第7表).フライベルク管区の農村部について工業集落統計を見ると,
騎士領プルシェンシュタイン所属の19集落のうち,-イデルベルク村の玩具
製造業就業者は921人 (家族を含む)で,その他を含む同村人口の1.86人に1
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人の割合である.また,この玩具製造業就業者数はザクセンの集落で最も多
い.更に,絶対数の多い順に列挙すると,ザイフェン701人 (1.56人に 1人.
この数値が最も小さい),ドイッチュ･ノイドル7391人 (2.39人に 1人),ド
イッチュ ･アイソジーデル212人 (2.27人に 1人),ノイ-ウゼン143人
(8.48人に 1人),ディッタ-スバッ-82人 (4.04人に 1人),ドイッチュ･
カタリーネソベルク66人 (2.74人に1人),-イデルバッ-44人 (2.95人に1
人),フラウエソバッ-31人 (4.03人に 1人),ブリュ-ダーヴィ-ゼ18人
(8.44人に 1人)であり,以上9村の合計が2,609人である.これは,家族を
含む,19集落の人口の22%に達するから,玩具製造業はこの地域の最も重要
な工業部門である.同統計表に掲げられている,その他の工業部門と関係集
落は次の通 りである.すなわち,鉱山 ･冶金業がディッタ～スバッ-21人
(15.29人に 1人),フラウエソバッ-17人 (7.35人に 1人),-イダースドル
753人 (14.10人に1人)で,合計91人,靴製造業がザイダ市145人 (9.75人
に1人),靴下製造業が ドイッチュ･ノイ ドル783人 (ll.25人に1人)であ
る(36).これら4業種の合計は1市13村 (重複を除けば1市11村)で2,928人
であって,これはこの騎士領地域の同年の総人口の25%を占めている.
1871年の19集落の農業人口は,家族を含めて,3,119人 (23%)で,工業人
口は6,813人 (50%)である.この農業人口比率は同年のザイダ裁判管区農村
部のそれ (前節第 9表)より幾らか低く,工業人口比率はやや高い.ここは
ザイダ裁判管区全体より工業的である.就労部門不明の日雇等の労働人口は
1,365人 (10%)で,その比率はザイダ裁判管区よりやや低い.
1913年の統計によれば,騎士領領域1,919haに対して,かつての所属集落
の領域は8,649ha(騎士領の約4.5倍)であった.
これらの集落の地方行政上の所属は前節で言及した.ただし,全19集落の
うち,1843年に,ドイッチュ･カタリーネンベルクはツゲィッカウ県第3郡
ラウタ-シュタイン管区に属し,ドイッチュ･ゲオルゲソタールはドレース
デン県第4郡フラウエソシュタイン管区に属した(37).
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この地域 (管区),集落と騎士領の特徴を地誌,主として同時代のそれ,に
よって素描しよう.
先ず,フライベルク管区は高地にあり,気候が厳しいけれども,人口密度
は大きい.穀物は自給できず,大部分は肥沃な地方からの移入に依存する.
主要な生産物は各種の鉱物である.牧羊業は騎士領で重要である.森林が多
い南部では,木材加工業 (ザイフェン等)と麻栽培 ･麻糸紡糸が主要な生業
である(38).
･次に,騎士領プルシェンシュタインの領域はフライベルク管区南部の山地
であり,ボ-ミアと接する.ここは,気候が厳しいにも拘わらず,木材加工
業の発展のために,人口密度が極めて高い(39)
更に,この所領で特筆すべき集落はザイダとザイフェンである.
ザイダは都市である.市民的改革以前のザクセンには統一的な都市制度が
存在しなかった.主要な都市類型は,第1に,市参事会が上級 ･下級裁判権
をほぼ掌握している慣邦君主直属都市,第2に,領邦君主の管区が上級裁判
権を把持し,市参事会が下級裁判権を把持する管区所属都市,第3に,荘園
領主-騎士領が上級 ･下級裁判権を行使する封臣所属都市,の3類型であっ
た.この中でザイダは封臣所属都市であった(40).地誌によれば,ザイダは,
決定的な産業を持たないけれども,人口の多い村々に囲まれているために,
かなり豊かである.手工業親方約120人の中では,靴工が多い.ここには領主
の ｢新分農場｣がある.広大な土地と1万ターラーの資金を持つ財団は,市
書記によって管理される(41).
ザイフェン村では,多くの家が都市のように密集しており,更に隣村と繋
がっている.住民は特に木製品の生産に従事する.木製品工業は,ここを中
心として,-イデルベルク,-イデルバッ-,ドイツチュ･アインジーデ
ル,ドイッチュ･ノイドルフ,フラウエソバッ-,ノイ-ウゼン等に広まっ
ている.これらの製品は安価であり,玩具が特に著名である.この産業を専
業として営む者は,当村で3百人以上であり,副業的に従事する者の数は更
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に多い.周辺を含めると,約4千人がこの産業に関係する.男は主に概櫨を
使い,4- 5タ-ラーの週所得を得る.女性 .子供は阻み立て等の作業に従
事する.ザイフェソ,-イデルバッ-と-イデルベルクには,木製品生産者
を支配する前貸商人がいる.大商人は1年に5万タ-ラーを擁櫨工に支払
ら.擁櫨工は騎士領領主に毎年12グロッシェソの焼塩貢租を支払わねばなら
ない(42)
最後に,騎士領プルシェンシュタイン.この騎士領は,プルシェンシュタ
インに ｢大分農場｣,醸造所等を,ザイダに ｢新分農場｣を,-イダースドル
7に ｢小分農場｣を持つ.これら直営地の耕地面積は6百アッカー (-300
ha)を超え,山林も広く,改良種牧羊場は大規模である (1820年に1,700
顔).この農場は1820年頃6千タ-ラーで賃貸されていたが,著しい経営改
善 (馬鈴薯栽培の拡大,火酒生産の拡張,羊飼養数の増大など)のために,
その推定年収益は1万9千タ-ラーに達するであろう.触櫨工からの賃粗も
増加した.また,騎士領はプルシェンシュタインに城館を,ザイダ,ノイ-
ウゼソ等に護送税徴収所を持ち,更に,上級 ･下級裁判権,すべての狩猟権
を把持する.所領役人は領主裁判所長,相当数の裁判所役人,地代徴収所役
人,林務役人,多くの猟区番人等である.このように,この所領は,ザクセ
ンの通常の騎士領10に匹敵する,あるいは,これと肩を並べるものは少な
い,と評価されるように巨大な騎士領であった(43).
(注)
(1)GS1832,S.430.
(2)Steuern1858,S.21.尚,この騎士領の地租単位は1901年に27,290(総面墳2,246ha)
(Hofrnann1901,S.185.),1914年に28,536(総画街2,293ha)(Hofmann1914,S.
215.)とされている.
(3)松尾 1990,p.210.
(4)Vgl.Steuern1858,S20-26.
(5)HOS,S,301.- ドイッチュ･アインジー デルの一部である.
(6)Lommatzsch1905,S.35.
(7)Bevolkerung1871,S.43.
(8)Georgi1916/17,S.83.
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HOS,S.301.
Georgi1916/17,S,83.- ドイッチュ ･ゲオルゲソタールを含む
HOS,S.301.- ドイッチュ ･ノイ ドルフの一部である.
ドイッチュ ･ノイ ドルフに含まれる
HOS,S.302.- ブリューダーヴィ-ゼを含む.
HOS,S.303.- ケマースヴァルデの一部である
ケマースヴァルデに含まれる
HOS,S.306.- ドイッチュ ･カタ1)-ネンベルクを含む.
Georgi1916/17,S83,- ドイツチュ ･カタリーネンベルクを含む
HOS,S.302.- ノイ-ウゼソの一部である.
Lommatzsch1905,S.36.
ノイ-ウゼソに含まれる
HOS,S.303.
HOS,S,304.- ノイ-ウゼソの一部である
ノイ-ウゼソに含まれる.
HOS,S.304.
Georgi1917/17,S.84.
HOS,S.307.- フラウエソバッ-,-イデルバッ-とプルシェンシュタインを含
Georgi1916/17,S.84.- フラウ-ソバッ-と-イデルバ ッ-を含む.
HOS,S.307.- ウラース ドルフに含まれる.
ウラース ドルフに含まれる.
HOS,S307.- ノイ-ウゼンに含まれる.
HOS,S308.
Wachter1901,S.190.
HOS,S.309.
HOS,S.310.- ピルス ドルフを含む.
Georgi1916/17,S.83.- ピルス ドルフを含む.
Bevolkerung1849(b),S285-286,290,292,309.
所属関係はすべて HOS1957,S.301-310;松尾 1990,ppll,24-25,32,40によ
(38)Schumann,Bd.2,S.731-732;Schumann.Bd15,S.854-856;Schiffner1940,
S.559-561,563-564.Vgl.Klein1982,S.171.
(39)Schumann,Bd8,S.629-631;Schlesinger1965,S290.
(40)松尾 1994(a),pp374-375;松尾 1994(b),pp.368-375.
(41)Schumann,Bd10,S.191-193,196;Schumann,Bd.18,S.661;Schifner1840,
S.593,595.
(42)Schumann,Bdll,S.71,73-75',Schlffner1840,S.639.
(43)Schumann,Bd8,S.629-632,638-641;Schiffner1840,S.635-636;松尾 1980
(a),pp1651166.
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(4) 北ザクセンの騎士領ヴィ-デローダとその所属村落
ヴィ-デローダは1832年の騎士領名簿においてライブツィヒ県の騎士領の
第219号である(l).この騎士領の地租単位は全国検地によれば7,400であっ
た(2).この数値は全騎士領平均の約1.2倍に当たり,平均をやや上回る.
この騎士領が1764年に一円的に支配した集落は,(1) リブティッツ,
(2)マネヴィッツと (3)ヴィ-デローダであった.
(1)リブティッツ (Liptitz)
1764年 7-7ェ農14,園地農-,小屋住農10.7-フェ数12.5(3).
1834年 253人,1849年 263人(4).
1871年 農業 87人,工業 33人,労働 29人,計 183人(5).
1913年総面積 184ba(6).
(2)マネヴィッツ (Mannewitz)
1764年 フ-フェ農11,園地農-,小屋住農19.7-7ェ数9.75(7).
1834年 258人,1849年 251人(4).
1871年 農業 76人,工業 91人,労働 102人,計 289人(5).
1913年総面積 211ha(6).
(3)ヴィ-デローダ (騎士簡)(Wiederoda)
家屋所有者 ･人口 - (8)
1871年 農業 63人,工業 一人,労働 一人,計 64人(9).
1913年総面積 141ha(6).
1764年に2村 (騎士領ヴィ-デローダは1)プティッツ村に含まれる)の家
屋所有住民は7-フェ農25(7-7ェ数は22.25),園地慶一,小屋住農29
で,合計54戸であった.その人口は1834年に511人,49年に514人,71年に
536人であった.34-49年の15年間の人口増加率1%,49-71年の22年間の
増加率4%および34-71年の37年間の増加率5%は,ライブツィヒ県農村
部,農村部全体とザクセン全体のそれ (第2節第2表)より遥かに小さい.
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ムッチェソ裁判管区農村部には1849年に主要な工業部門が存在しなかった
(第2節第7表).同じ調査に基づく工業集落統計においても,騎士領ヴィ-
デローダ所属村落は兄いだされない.ムッチェソ裁判管区所属の他の村落も
同様である(10).
1871年の2村の農業人口は,家族を含めて,226人 (42%)で,工業人口は
124人 (23%)である.この工業人口比率はミューゲルソ裁判管区 (第 2節第
9表)とほぼ同じであるが,農業人口比率は1.4倍以上高い.農業人口が工業
人口の1.8倍に達するここは,農業地域である.就労部門不明の日雇等の労
働人口は131人 (24%)で,その比率はミューゲルン裁判管区とほぼ同じであ
る.その中の相当部分は事実上の農業労働者であろう.
1913年にヴィ-デローダでは騎士領領域141haに対して,かつての所属集
落の領域が395ha(騎士領の約2.8倍)であった.
県 ･郡 ･管区 ･裁判管区-のこれら3集落の所属については既に言及し
た(l).
同時代の地誌によれば,グリマ管区には,穀物生産に適した良質の耕地が
多く,牧羊業等の畜産も盛んである.人 口密度はザクセンの中では低
い(12)
騎士領ヴィ-デローダは肥沃な地域にあり,牧羊場,醸造所等を持ってい
る(13).
(注)
(1)GS1832,S.433.
(2)Steuern1858,S.22.尚,この騎士領の地租単位は1901年に14,000(稔面墳275ha)
(Hofmann1901,S.274.),1914年に10,547(給面積は269ba)(Hofmann1914,S.
323.)とされている.
(3)HOS,S232.- 騎士領ヴィー デロー ダを含む.
(4)Lommatzsch1905,S.61.
(5)Bevolkerung1871,S69.
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(6)Georgi1916/17,S103,
(7)HOS,S.234.
(8)HOS,S244.- リブティッツに含まれる.
(9)Bevolkerung1871,S.70.
(10)Bevolkerung1849(b),S.284-329.
(ll)その典拠はHOS,S.232,234,244;松尾 1990,pp.ll,24,32,40である.
(12)Schumann.Bd3,S.430-434;Bd.16,S.360.Vgl.Klein1982,S.150.尚,シフ
ナーの地誌のライブツィヒ県部分は刊行されなかった.
(13)Schumann,Bd.12,S.793;Schumann,Bd.18,S990.
(5) 西ザクセンの騎士領リンパッ-とその所属集落
リンパッ-は1832年の騎士領名簿においてエルツゲビルゲ県の騎士領の第
44号である(1).全国検地によるこの騎士領の地租単位は8,164であった(2).こ
の数値は全騎士領平均の約1.3倍であり,平均よりかなり大きい.
この騎士領が1764年に一円的に支配した集落は,(1)ケ-テンスドルフ,
(2) リンパッノ､,(3)オーバーフローナの3村であった.
(1)ケ-テンス ドルフ (K6thensdorfb.Burgstadt)
1764年 7-7ェ農16,園地農12,小屋住農23.7-7ェ数7.5(3).
1834年 650人,1849年 833人(4).
1871年 農業 107人,工業 735人,労働 46人,計 937人(5).
1913年総面積 449ha(6).
(2)リンパッ- (Limbach)
1764年 フ-フェ農12,園地農4,小屋住農40.7-7ェ数7.5(7).
1834年 2,192人,1849年 3,022人(8).
1871年 農業 171人,工業 5,021人,労働 286人,計 6,379人(9).
1913年総面積 605ha(10).
(3)オーバーフローナ (Oberfrohna)
1764年 7-フェ農21,園地農33,小屋住農9.7-7ェ数15.25(ll).
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1834年 642人,1849年 904人(8).
1871年 農業 129人,工業 1,518人,労働 68人,計 1,878人(9).
1913年給面横 414ha(12).
1764年にこれら3村の家庭所有住民は,7-7ェ農49(7-7ェ数は
30.25),園地農49,小鼻住農72で,合計170戸であった.その人口は1834年に
3,484人,49年に4,759人,71年に9,194人であった.34-49年の15年間の人口
増加率37%,49-71年の22年間の増加率93%と34-71年の37年間の増加率
164%は,第2節第2表の9区分地域のどれよりも遥かに大きい.それは,
34-71年の増加率で見ると,地域9区分で最も高い総人口増加率を2.7倍も
超えている.
リンパッ-裁判管区農村部の1849年の主要工業部門は靴下製造業であった
(第2節第7表).ケムニッツ管区について工業集落統計を見ると,騎士領リ
ンパッ-所属の3村のうち,リンパッ-の靴下製造業就業者は,家族を含め
て,2,032人で,人口の1.48人に1人の割合を占め,また,この人数は同管区
の集落で最も多い.オ-バーフp-ナは589人,ケ-テンス ドルフは492人
で,人口1.53人ないし1.69人に1人の割合である(13).3村の合計は3,113人
で,これは,同年の稔人口に対して65%を占める.この3村では靴下製造業
が圧倒的な地位を保持している.
71年に3集落の農業人口は,家族を含めて,407人 (5%),工業人口は
7,274人 (79%)であった.この農業人口比率はリンパッ-裁判管区 (第2節
第9表)の1/2であり,工業人口比率は同裁判管区より大きい.工業人口が農
業人口の16倍に近いここは,極度に工業的である.就労部門不明の日雇等の
労働人口は400人 (4%)で,その比率はリンパッノ､裁判管区とほぼ同じであ
る.
かつての騎士領リンパッ-について,1913年の騎士領領域面積と旧所属集
落のそれとの比率を確定することはできない.第1に,リンバッハの領域が
騎士領と自治体で区分されていないからであり,第2に,ケ-テンスドル7
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の領域が他の自治体と統合されているからである.
これら3村のうちケ-テンスドルフ村は1856年にライブツィヒ県に移管さ
れた.その所属は同年にロホリッツ郡ブルクシュテット管区であり,1875年
に同県ロホリッツ郡であった.他の2村については既に言及した(14).
同時代の地誌は,ケムニッツ管区の人口密度がザクセンで最も高い,ある
いは,ヨーロッパで稀に見るほど高い,と記している.村々ほしばしば繋
がっていて,家々が長い列をなしている.この地域は,ドレースデソ付近に
次いで肥沃であり,穀作は盛んであるけれども,穀物需要は更に大きい.令
種の織維製品が生産される.住民の2- 3人に 1人は織維工業関係者であ
る.靴下製造の中心はリンパッ-地域である.最も重要な工業村落はリソ
バッ-等である.農村の親方はケムニッツ市 (1831年に織機3,687台)か,め
るいは,リンパッ- (1831年に織機828台)のツソフトに加入している.農村
(リンパッ-等)にさえ,有力な織維商人がいる(15).
騎士領 リンパッ-の中心はリンパッ-である.この村は,18世紀初めの靴
下製造業の導入以後,同工業を発展させ,遂には靴下製造業の中心地とな
り,人口密集地となった.1785年には靴下編エツソフトがここに創設され,
村は1795年に市場町に昇格した,1831年に靴下編エツソフトの親方456人が
828台の織機を経営していた.19世紀半ばから機械の導入が開始され,リン
バツ-はザクセンの織維生産の,更に繊維機械生産の,中心となった.こう
して,この村は1883年に都市に昇格した(16).
騎士領 リンパッ-は醸造所,牧羊場,森林等を持ち,7村の土地の狩猟権
を把持している(17).
(注)
(1)GS1832,S.429.
(2)Steuem1858,S.23.尚,この騎士領の地租単位は1901年に8,000(給両横293ha)
(Hofmann1901,S.156.),1914年に9,189(総面積302ha)(Hofmann1914,S.
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172.)とされている.
(3)HOS,S252.
(4)Lommatzsch1905,S.64.
(5)Bevolkerung1871,S.79.
(6)Georgi1916/17,S.106.- ライツェン-イソ (Reitzenhain)村を含む.
(7)HOS,S.287.
(8)Lommatzsch1905,S.26.
(9)Bevblkerung1871,S82.
(10)Georgi1916/17,S.73.- 騎士領を含む.
(ll)HOS,S284-295.
(12)Georgi1916/17,S.73.
(13)Bevtilkerung1849(b),Bd.3,S.294-295.
(14)所属関係のすべては HOS,S.252,284,287;松尾 1990,pp.ll,25,32-33,40によ
る.
(15)Schumann,Bd.4,S.510-516;Schumann,Bd17,S.241,243-244;Schiffner
1839,S.18-19,22-23.VglKlein1982,S.168.
(16)Schumann,Bd.5,S736-738;Schumann,Bd.17,S915-916;Schiffner1839,
S.46-47;Schlesinger1965,S.204-205.Vgl.Hammer1997,S.183.
(17)Schumann,Bd.17,S.916;Schiffner1839,S.47.
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